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市
民
吹
奏
楽
団
の
制
服
購
入

　
　
　
春
日
市
長
の
寄
付
金
百
万
円
で

　
い
ま
ま
で
、
市
で
は
、
消
防
音
楽

隊
が
関
係
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
高
齢
化
と
と
も
に
、
そ
の
運

営
が
む
ず
か
し
く
な
り
、
消
防
音
楽

隊
に
一
般
愛
好
家
を
加
え
た
、
市
民

の
楽
団
「
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
」

（
高
橋
勇
さ
ん
指
揮
）
が
消
防
音
楽

隊
に
か
わ
り
五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
．
、

　
春
日
市
長
は
、
こ
の
ほ
ど
十
日
町

市
民
吹
奏
楽
団
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
百
万
円
を
寄
付
。
九
月
十
七
日
に

開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
正
式
に

採
納
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域

消
防
署
と
公
民
館
を
中
心
に
、
購
入

使
途
等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
し
た

ガ
し
こ
い
消
響
⑰

も
　
　
（
）
自
然
食
品

　
　
　
さ
　
ゑ
　
と
は
ヤ
が
　
　

ゾ
搬
鞭
蕊
騰

　
e

　
　
　
や
食
品
の
こ
と
を
い
い
ま

　
　
　
す
の

鱗
　
　
懸

論
灘
編

彦
〃
灸
％
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
は
す
で
に
成
人
式
な
と
で
演
奏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
披
露
済
み
で
す
が
、
週
、
一
回
市
民
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
で
練
習
を
行
な
コ
て
お
り
、
A
，
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
の
催
し
も
の
な
ど
で
、
そ
ろ
い

が
、
こ
の
ぽ
ど
そ
ろ
い
の
制
服
．
．
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
制
服
で
登
場
。
市
民
に
晴
れ
姿
を

五
組
（
男
二
卜
組
、
女
五
組
）
を
購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
披
露
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

尺
ザ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
団
員
た

　
　
お
で
か
2
だ
さ
い

　
　
　
第
面
市
民
芸
能
祭

　
こ
の
ほ
ど
　
公
民
館
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
ハ
公
民
館
を
利
用
し
て
、

定
期
的
活
動
を
続
け
て
い
る
一
、
、
十
五

の
グ
ル
ー
プ
）
は
、
例
年
、
自
分
達

の
学
習
や
練
習
の
成
果

を
年
一
回
“
市
民
文
化

祭
”
と
し
て
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
．
一
と
し
は
、

さ
ら
に
大
勢
の
市
民
か

ら
み
て
も
ら
う
た
め
、

こ
の
市
民
文
化
祭
の
ぽ

か
に
市
民
会
館
ホ
ー
ル

を
使
っ
て
の
市
民
芸
能

祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
計

画
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
公
民
館
で

活
動
し
て
い
る
方
々
の

発
表
が
主
で
す
が
、
今

10

月
の
休
日
救
急
医

261912
日日日

庭富山
ロ
医
院
襲
町
中
・

曾
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2
1
7
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田
医
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鼻
明
膨

曾
2
の
3
2
6
9
番

野
医
院
禅
明
町
）

曾
2
の
2
7
1
1
番

後
は
、
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
全
市
民

の
お
祭
り
に
し
た
い
と
主
催
者
側
で

は
、
い
っ
て
い
ま
す
。

　
出
演
す
る
人
や
団
体
な
ど
、
全
部

期
貝
曝

時
間

発
　
　
表

整
理
券
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⑳
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5髪

．
納
義

§
。
、
心
ぶ

　
　
　
釜

私
達
の
身
近
な
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
、
職
場
お
そ
ろ

い
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．
、

普
選
5
0
周
年
記
念

　
論
文
募
集

　
普
選
50
周
年
記
念
会
は
、
国
民
参

政
8
5
周
年
、
普
選
5
0
周
年
、
婦
人
参

政
30
周
年
を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
と

お
り
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
内
容

　
広
く
選
挙
に
関
す
る
も
の
で
、
選

挙
を
明
る
く
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

具
体
的
提
言
を
含
ん
だ
も
の
。

　
応
募
枚
数

　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
ニ
テ
枚
以

内
で
、
原
稿
の
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
を
明
記
し
昭

和
5
0
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
、
普
選
5
0

周
年
記
念
会
（
東
京
都
千
代
田
区
日

比
谷
公
園
一
番
三
号
市
政
会
館
内
）

　
　
　
　
彩

ρ魁
　
　
　
　
～

O

鴛
ン

　
》璽

グ
刀
厚

瀞
だ
け
ビ

」
じ
め
Z
の

、
…
だ
わ
夕
9

室
く
じ
仰
n

函
π
っ
た
の

　
　
壕
ん
z
．
：

懸
賞
論
文
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
最
優
秀
賞
一
名
．
、
。
十
万
円
、
優
秀

賞
、
茗
レ
万
円
、
佳
作
十
名
記
念
品
。

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す

　
　
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

　
新
潟
県
及
び
新
潟
市
主
催
の
新
潟

県
勤
労
者
美
術
展
は
、
十
一
月
二
十

日
～
二
士
二
日
ま
で
新
潟
県
美
術
博

物
館
（
県
民
会
鯨
、
階
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
応
募

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
種
目

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、

書
道
、
写
真

　
作
品
に
は
、
額
縁
を
つ
け
る
か
表

装
ま
た
は
仮
装
を
す
る
こ
と
。

　
応
募
資
格
及
び
応
募
作
品

　
県
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
者

で
、
未
発
表
の
も
の
一
人
二
点
以
内
。

　
搬
入
，
十
一
月
十
八
日
午
後
一
時

～
午
後
五
時
ま
で
に
会
場
へ
持
参
。

　
応
募
手
続

　
応
募
希
望
者
は
、
十
一
月
八
日
ま

で
に
つ
ぎ
の
労
政
事
務
所
（
出
品
申

込
書
備
え
付
け
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
c

　
上
越
・
長
岡
労
政
事
務
所
、
長
岡

労
政
小
出
・
柏
崎
支
所
、
新
潟
労
政

新
発
田
支
所

支
給
範
囲
を
拡
大

　
　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
重
度
の

在
宅
障
害
児
の
監
護
者
や
養
育
者
に

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
、
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
国
民

年
金
に
定
め
る
廃
疾
二
級
程
度
に
該

当
す
る
方
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
該
当
者
は
、
市
社
会
福

祉
事
務
所
魯
七
ー
三
二
一
番
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
月
額
五
千
円

に
引
き
上
げ

　
児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
三
人
以
上
養
育
し
、
そ
の
う
ち

の
一
人
以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
に
支
給
さ
れ
、
支
給
額
は
、
三

人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に

数
え
て
三
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月

額
四
千
円
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
法
改
正
に
よ
り
、
月
額
五

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
該
当
者
で
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
方
は
、
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
Q

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
説
明
会
を
開
催

　
こ
の
ほ
ど
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
法
改
正
の
説
明
と
同
制
度
の
加

入
促
進
を
図
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
既

加
入
、
未
加
入
者
（
一
人
以
上
を
雇

用
し
て
い
る
企
業
主
）
と
も
是
非
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
（
長
岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
）

　
と
　
　
き

　
　
　
十
月
二
十
二
日
午
後
一
時

　
と
こ
ろ

　
　
　
市
商
工
福
祉
会
館
ホ
ー
ル
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鷹日あたり9鵬，疹処理をめざすし尿
処理場

　
昭
和
三
十
九
年
に
建
設
さ
れ
た
し
尿
処
理
場
は
、
当
時
の
し
尿

排
せ
つ
量
（
［
人
一
日
一
局
）
か
ら
す
る
と
六
万
人
分
を
処
理
す
る

能
力
を
持
ち
、
十
日
町
市
の
ほ
か
、
川
西
町
、
松
代
町
の
住
民
の

し
尿
を
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
処
理
…
対
象
人
ロ
の
増
加
と
生
活

様
式
の
改
善
に
よ
る
浄
化
槽
の
普
及
に
よ
り
、
現
有
施
設
能
力
で

鰯
難
欝
難
．
　

　
　
　
ぢ

　　　ノ、　　、．！

一　　－『　　・・哉

ヤベハ　　しん　ド
　　　な　　　ヤ　いへり
望，、、閣・≡建蒼票．《⇒

　←ヒ1・｛、」、7．・㌶

携；、撃誉

－

ーン

「
あ
，

声嚇℃
謎

ノ．、♪1

し
尿
処
理
施
設
完
成
予
想
図

　
　
　
　
　
　
増
設
改
造
分
を
含
む

し
尿
処
理
設
備

を
増
設

　
現
在
の
し
尿
処
理
場
の
一
次
処
理

設
備
は
、
消
化
方
式
で
日
あ
た
り
六

十
キ
。
局
の
処
理
能
力
を
有
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
日
あ
た
り
三
十
キ
。

認
処
理
可
能
の
酸
化
方
式
に
よ
る
し

尿
処
理
設
備
の
増
設
工
事
を
着
工
。

昭
和
五
十
・
五
十
一
年
の
二
ヵ
年
間

継
続
事
業
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
総
工
事
費
二
億
六
千

万
円
。
し
尿
処
理
施
設
の
増
設
に
伴

い
特
に
既
存
の
諸
設
備
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
高
い
浄
化

率
が
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
、
ま

10月13日鍬入れする池田助役

た
臭
気
、
騒
音
等
の
二
次
公
害
を
出

さ
な
い
よ
う
種
々
の
設
備
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
次
処
理
設
備

標
準
活
性
汚
泥
方
式
に
よ
り
、

日

あ
た
り
九
十
キ
・
拐
処
理
能
力
の
あ
る

も
の
を
新
設
し
三
次
処
理
で
は
、
必

要
に
応
じ
、
少
量
の
薬
品
を
添
加
し
、

放
流
水
質
を
B
O
D
二
十
P
P
m
、

S
S
四
十
P
P
m
以
下
と
す
る
装
置

が
完
備
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い

　
　
　
飲
酒
運
転
追
放
百
日
運
動

　
例
年
秋
か
ら
年
末
、
年
始
に
か
け

て
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
重
大
事

故
が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
交
通
安
全
対
策
連

絡
協
議
会
、
十
日
町
市
、
市
交
通
安

全
協
会
で
は
、
今
月
十
一
日
か
ら
明

年
二
月
十
八
日
ま
で
の
百
日
間
を
飲

酒
運
転
追
放
、
交
通
事
故
根
絶
を
め

ざ
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
重
点
に
市
民

総
ぐ
る
み
の
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
な
ど
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
氏
名
公
表
の
実
施

　
　
期
間
中
飲
酒
運
転
違
反
者
及
び

　
事
故
を
起
こ
し
た
飲
酒
運
転
者
の

　
氏
名
を
、
市
報
、
地
方
新
聞
等
で

　
公
表
す
る
ほ
か
、
家
庭
、
職
場
管

　
理
者
に
通
報
し
、
事
後
の
指
導
と

　
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
指
導
、
取
り
締
ま
り
の
強
化

　
　
飲
酒
運
転
事
故
多
発
路
線
及
び

　
飲
食
店
地
域
を
重
点
的
に
取
り
締

　
ま
る
ほ
か
、
飲
酒
運
転
を
し
た
り
、

　
こ
れ
を
ほ
う
助
し
た
者
の
責
任
追

　
求
を
徹
底
し
ま
す
。

　
飲
酒
蓮
転
実
態
調
査
の
実
施

　
家
庭
の
主
婦
を
対
象
と
し
て
、

飲
酒
運
転
に
関
す
る
意
識
調
査
を

行
い
、
諸
対
策
の
推
進
に
活
用
し

ま
す
。

広
報
、
教
育
活
動
の
推
進

　
広
報
紙
、
有
線
放
送
等
を
通
し

て
、
運
転
者
の
自
覚
を
促
す
と
と

も
に
、
全
世
帯
に
飲
酒
運
転
追
放

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
、
家
庭
・

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に
も
り
あ
げ

る
。
ま
た
、
運
転
者
に
対
す
る
酒

類
提
供
、
あ
が
り
酒
等
の
地
域
慣

習
を
や
め
る
よ
う
社
会
教
育
を
徹

底
す
る
。

無拶騨
鱒
難
繭

笹
…
へ
ご
連
論

饗
霧
臨

鱗
「
市
展
・
力
作
ぞ
ゑ

鞭
　
　
　
去
る
十
月
十
日
か
ら
三
日
・

　
　
間
、
市
美
術
展
が
市
民
会
館

　
　
で
開
か
れ
、
二
百
八
十
六
点

コ
モ
織
物
を
手
に
両
市
間
の

友
好
を
誓
い
あ
う
一
行

の
力
作
に
大
勢
の
市
民
が
芸

術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
春
結
成
さ
れ
た

市
民
吹
奏
楽
団
は
、
目
の
覚

め
る
よ
う
な
制
服
で
市
中
パ

レ
：
ド
し
、
市
展
に
花
を
添
、

え
ま
し
た
。

　　　コモ市物産展を訪問

　このほど、姉妹都市イタリア国コモ市の

コモ織物物産展が大阪と東京会場で開かれ

ましたが、春日市長ら一行17名は、東京会

場にコモ経済使節団を訪問、「十日町市とコ

モ市の経済文化の交流と友好」を誓いあい

ました。

（第3種郵便物認可）昭和50年”月10日とお∬夢．3（3

な
暮
ら
し
を

　市内南鐙坂で農業を営む斉木寅治・ミツさん夫妻

は、国の年金制度が老後の生活を保障してくれるこ

とを喜んでおられるご一家です。

　今日も元気に仕事に励んでいます。一……。

　国民年金は、被保険者が保険料を納め、国が相応分の負担

をして年金を支給する制度（拠出年金）と、制度が始まったと

き、すでに高年齢に達していた人、身体障害であった人など

に支給する福祉年金（無拠出制）とがあります。

国民年金に加入すれば

響
遣

諺

・．

編
瀧

鴛
寡

息欝申心者が・
亡く電った葡

母子年金

臨
鞠

［受けられる人と年
※父母が共に亡くなって残され
　た子供に、

　子供が1人のときは339，600円

※病気やケガで重い障害者とな
　ったとき　　1級424，500円
　　　　　　　2級339，600円

※老齢年金を受ける資格のある
　主人を亡くし、そのとさまで
　10年以上婚姻関係がある奥さ
　んに、

　　　　主人の老齢年金の半額

※25年以上（昭和5年4月1日以前
　に生まれた人は、年齢に応じ
　10年～24年までに短縮）保険
　料を納めた人に、
　　25年納付のとき339，600円

※ご主人を亡くし、18歳以下の子

供と暮らしているお母さんに、

　子供1人のときは339，600円

※一家の働き手である人を亡く
　し、18歳以下の孫や弟、妹と
　暮らしているおばあさんや、
　お姉さんに、

　　　孫や弟、妹が1人のときは
　　　　　　　　　339，600円

最後の
チャンスですイ1

　未納保険料の特例納付
　期限まであと1か月……

　　蕊
　　　　　特例　　　　　，
　　　　　納　付
　　　　　t　　　ρ
　　　　　　　　ρ　　　　　　　　ゑヤい　　0　　　　　　0　　　　　　得喉魁

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ー
。

　
国
民
年
金
で
は
、
受
給
資
格
期
間

と
い
っ
て
、
一
定
期
間
以
上
保
険
料

を
納
め
な
い
と
老
齢
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
な

か
で
、
長
期
間
未
納
の
あ
る
方
、
ま

た
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
納
入
し
、
「
自
分
の
老
後
」
を
ガ

ッ
チ
リ
保
障
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
　
一
ヵ
月
九
百
墾
砂

納
難
年
－
療

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
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あ
な
た
も
加
入
を

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
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の
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営
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が
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サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
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に
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加
入
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き
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任
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加
入
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あ
り
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。

　
こ
れ
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入
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と
、
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齢
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金
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な
く
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障
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な

っ
た
と
き
や
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ご
主
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
ま
さ
か
の
と
き
な
ど

に
年
金
が
支
給
さ
れ
、
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
利
で

す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
千

受ける年金がこんなに違う

　　（夫が厚生年金加入の場合）

百
円
（
明
年
四
月
か
ら
千
四
百
円
）

で
す
が
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け
た

い
人
は
、
月
四
百
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年金㊥支給
を受母る理由

翻麟金に泌
入しな噂鵯倉

國渓無金に

翻織醐馨
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とき

夫の老齢年
金の加給分
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　十
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年
金
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給
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原
則
的
に
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六
十
五
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か
ら
で
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が
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希
望
す

る
こ
と
に
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っ
て
、
繰
り
上
げ
て
受

け
ら
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ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合

別
表
の
と
お
り
生
涯
減
額
さ
れ
た
ま

ま
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

繰
上
げ
請
求
す
る
時
の
年
齢

六
十
歳
以
上
～
六
十
一
歳
未
満

六
十
一
歳
以
上
～
六
十
二
歳
未
満

六
十
二
歳
以
上
～
六
十
三
歳
未
満

六
十
三
歳
以
土
～
六
十
四
歳
未
満

六
十
四
歳
以
上
～
六
十
五
歳
未
満

給
さ
れ
る
率

五
十
八
％

六
＋
五
％

七
＋
二
％

八
十
％

八
十
九
％
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増
設
改
造
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を
含
む

し
尿
処
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設
備
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増
設
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十
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局
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処
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を
有
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ま

す
が
、
こ
の
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ど
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日
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た
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三
十
キ
。

認
処
理
可
能
の
酸
化
方
式
に
よ
る
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尿
処
理
設
備
の
増
設
工
事
を
着
工
。

昭
和
五
十
・
五
十
一
年
の
二
ヵ
年
間

継
続
事
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工
事
を
進
め
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こ
と
に
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て
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ま
す
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総
工
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費
二
億
六
千
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尿
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が
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ま

10月13日鍬入れする池田助役

た
臭
気
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騒
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等
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二
次
公
害
を
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種
々
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設
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が
な
さ
れ
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ま
す
。
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P
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追
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。
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追
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上
保
険
料

を
納
め
な
い
と
老
齢
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
な

か
で
、
長
期
間
未
納
の
あ
る
方
、
ま

た
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
納
入
し
、
「
自
分
の
老
後
」
を
ガ

ッ
チ
リ
保
障
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
　
一
ヵ
月
九
百
墾
砂

納
難
年
－
療

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
、
あ
な
た
も
加
入
を

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
制
度
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
工
業
な

ど
の
自
営
業
や
自
由
業
の
人
を
対
象

と
し
た
制
度
で
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
に
も
加
入
で
き
る
任
意

加
入
の
道
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
入
し
ま
す
と
、
老
齢
年

金
だ
け
で
な
く
、
万
一
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
や
、
ご
主
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
ま
さ
か
の
と
き
な
ど

に
年
金
が
支
給
さ
れ
、
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
利
で

す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
千

受ける年金がこんなに違う

　　（夫が厚生年金加入の場合）

百
円
（
明
年
四
月
か
ら
千
四
百
円
）

で
す
が
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け
た

い
人
は
、
月
四
百
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年金㊥支給
を受母る理由

翻麟金に泌
入しな噂鵯倉

國渓無金に

翻織醐馨

年をとった
とき

夫の老齢年
金の加給分

老齢年金
　十
夫の老齢年
金の加給分

老齢年金をう

けている夫が
死亡したとき

遺族年金
老齢年金
　十
遺族年金

身・心の障害

にかかった
とき

な　　　し 障害年金

夫が死亡して

子供がいる
とき

遺族年金
母子年金
　十
遺族年金

夫が死亡して
子供がいない
とき

遺族年金 遺族年金

両親が子供を
残して死亡し
たとき

遺族年金
遺児年金
　十
遺族年金

奥さんが万一

なくなった
とき

な　　　し 死亡一時金

　
年
金
の
支
給
開
始
は
、
原
則
的
に

は
六
十
五
歳
か
ら
で
す
が
、
希
望
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
繰
り
上
げ
て
受

け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合

別
表
の
と
お
り
生
涯
減
額
さ
れ
た
ま

ま
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

繰
上
げ
請
求
す
る
時
の
年
齢

六
十
歳
以
上
～
六
十
一
歳
未
満

六
十
一
歳
以
上
～
六
十
二
歳
未
満

六
十
二
歳
以
上
～
六
十
三
歳
未
満

六
十
三
歳
以
土
～
六
十
四
歳
未
満

六
十
四
歳
以
上
～
六
十
五
歳
未
満

給
さ
れ
る
率

五
十
八
％

六
＋
五
％

七
＋
二
％

八
十
％

八
十
九
％
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＝
き
ま
す
ρ
年
金
を
支
え
に
、
し
あ
わ
せ
な
老
後
を
設
計
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

　
は
改
普
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
、
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

　
　
市
内
で
は
、
自
分
で
育
て
た
”
実
り
〃
を
手
に
す
る
お
年
寄
り
が
．
｝

　
干
五
百
五
十
三
人
。
無
拠
出
の
福
祉
年
金
受
給
者
が
三
千
二
十
四
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
代
っ
て
老
後
の
生
活
を
支
え
る
の
は
、
い
よ
い
よ
年
金
に
な
っ
て
＝

＝
　
国
民
年
金
制
度
が
で
き
て
、
今
年
で
十
六
年
目
に
な
り
ま
す
。

「．
一
　
こ
の
間
、
国
民
年
金
は
、
着
実
に
育
て
ら
れ
、
年
々
そ
の
内
容

．
一
年
金
が
ま
た
一
段
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

＝＝＝＝
人
に
な
り
ま
す
。

＝
　
独
立
し
て
行
く
子
供
や
、
イ
ン
フ
レ
で
目
減
り
す
る
預
貯
金
に

＝翼鑑灘
懸
灘
灘
物
価
ス
ラ
イ
ド
ニ
一

　
拠
出
制
の
年
金
額
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
り
、
九
月
分
か
ら
前
年
比

一
二
・
八
誕
ア
ッ
プ
が
決
ま
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
年
金
受
給
者
は

十
一
月
支
給
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

た
額
を
手
に
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
五
年
年
金
、
再
開
五
年
年

金
は
、
十
月
分
か
ら
、
さ
ら
に
十
五

万
六
千
円
（
月
額
一
万
三
千
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
発
足
当
時
は
、
　
「
保
険
料
を

種　　別 改正前（年額） 改正後（年額）

老齢福祉年金 90，000円 144，000円

障　　害

福祉年金

1級 135，600円 216，000円

2級 90，000円 144，000円

母子福祉年金
準母子福祉年金

117，600円 187，200円

老齢特別給付金 66，000円 108，000円

●
曳
“
セ

聾
ノ
ン
ト

積
み
立
て
て
い
て
も
、
自
分
が
年
金

を
受
け
る
頃
に
は
値
う
ち
が
ど
の
く

ら
い
下
が
る
の
か
」
と
い
う
不
安
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
金

は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
生
活
水
準
に
見
合
っ
た

政
策
改
定
が
行
わ
れ
る
の
で
、
こ
う

し
た
心
配
は
な
い
わ
け
で
す
。

一
拠
に
六
十
総
の
増

　
無
拠
出
で
受
け
ら
れ
る
福
祉
年
金

は
、
十
月
分
か
ら
一
挙
に
六
十
礎
の

増
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
年
金
の
増
額
と
同
時
に
、
恩
給
や

厚
生
年
金
な
ど
と
の
併
給
限
度
額
も

十
六
万
円
か
ら
、
二
十
四
万
円
に
引

き
上
げ
ら
訂
ま
し
た
。

　
ま
た
、
所
得
制
限
も
五
月
か
ら
、

大
幅
に
ゆ
る
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
、
支
給
制
限
を
受
け
て

い
て
、
こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
っ
て
、

新
た
に
年
金
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

辮糊黛◎㌧
21。8％あがり価
ました。　　　　　　　　　　　　前年度の物価（全　、
　　　　　　　　　　　　　　国平均消費者物価）

◎　　 灘護妻講襲ジ

年金種別　等 改正前（年額） 改正後（年額）

老
齢
年
金

高
齢
者

10年年金 174，150円 212，250円

5　　年 111，456円 135，840円

一般（25年年金） 278，640円 339，600円

一般と付加年金
　（25年年金）

338，640円 399，600円

障害年金
1　　級 348，300円 424，500円

2　　　級 278，640円 339，600円

母子．準母子

遺児年金
子等1入
子等2人

278，640円
288，240円

339，600円
349，200円

有期年金の最低保障額 90，000円 144，000円
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年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証

　
は
大
切
に

　
い
ま
ま
で
は
、
国
民
年
金
、
厚

　
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証

　
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

一曹騨一一一申騨一一一一一曹嶺

る
年
金
手
帳
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
手
帳
に
は
、
三
制
度
に
お

け
る
加
入
者
の
記
号
番
号
が
記
入

さ
れ
、
そ
の
人
の
一
生
を
通
じ
て

使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
帳
は
、

こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

の
た
び
三
制
度
共
通
の
様
式
に
よ
．
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一
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コ

将
来
年
金
を
う
け
る
と
き
、
証
拠
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
大
切
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

る
手
帳
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
．
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は
雛
繧
燵
盛
黎
凱
行
に
〆
父

自
動
的
に
振
り
こ
ま
れ
、
同
時
に
、
あ

な
た
に
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
郵
便
局
で
す
と
、
あ
な
た
に
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
通

知
書
と
年
金
証
書
を
持
っ
て
う
け
と

り
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年金の請求書は

あなたが住んでいる

市町村へ
←
　　　杜会保険
　　　事務所へ

0
0

このほか、市農協でもうけとる
ことができるようになりました。

（福祉年金は従来どおり）

鰻鶴，鵬尺撫）Lノ

δ回　
銀
行

年金を引
　き出す

溢

捧

一
厚劇市

町
村

る
場
合
に
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

社会保険事務所

豊、

凝糠
　送られる

ん
、
　
　
　
O
◎

あなた4）指定した銀

行の口座か郵便局へ

送金される

　　　　　　　　　→
　あなたに通知

　される

．
暴
翫

（第3種郵便物認可）昭和50年11月10日

心がけよう
　　　きれいな選挙

改正部公職選挙法を

2
刀

　
こ
の
ほ
ど
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
、
こ
れ
は
最
近
に
お
け
る
選
挙
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
そ

の
公
正
の
確
保
と
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、

改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
選
管
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
こ
の
改
正
に
と

も
な
う
「
お
く
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、
も
と
め
な
い
」
の

三
原
則
を
守
る
よ
う
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
月

は
、
こ
の
改
正
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

政
治
活
動
用
文
書

図
画
掲
示
の
制
限

　
公
職
の
候
補
者
及
び
公
職
の
候
補

者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
（
公
職
に
あ

る
者
を
含
む
）
は
、
政
治
活
動
の
た
め

に
そ
の
氏
名
ま
た
は
氏
名
が
類
推
さ

れ
る
よ
う
な
事
項
を
表
示
す
る
文
書

図
画
、
及
び
後
援
団
体
が
政
治
活
動

の
た
め
に
そ
の
名
称
を
表
示
す
る
文

書
図
画
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
以
外
は
選
挙
運
動
用
の
文
書
図

画
と
み
な
さ
れ
、
掲
示
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
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■
公
職
の
候
補
者
等
ま
た
は
後
援

団
体
の
政
治
活
動
の
た
め
の
事
務
所

に
掲
示
す
る
立
札
、
看
板
の
類
（
選
挙

の
種
類
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
数
”
本

県
の
場
合
、
衆
院
選
十
、
参
院
選
（
地

方
区
）
十
六
、
知
事
選
十
六
、
県
議
選

六
、
市
議
・
市
長
選
六
睡
の
総
数
の

範
囲
内
で
一
事
務
所
ご
と
に
二
枚
ま

で
。
規
格
は
縦
百
五
十
殺
．
、
横
四
十

琴
、
以
内
の
も
の
で
、
そ
の
選
挙
を
管

理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
の
定
め
る

表
示
を
し
な
け
れ
ば
掲
示
で
き
な
い
）

　
目
ベ
ニ
ヤ
板
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板

を
用
い
て
掲
示
す
る
以
外
の
ポ
ス
タ

よ
ぐ
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　親族の場合を除き、候補者等が選挙区

内の人達の出産、入学、卒業、就職など

のお祝いに、お金や品物をおくることは

禁止されました。

o
　
■
政
治
活
動
の
た
め
の
演
説
会
、

講
演
会
、
研
修
会
等
の
集
会
場
で
そ

の
開
催
中
使
用
す
る
も
の
。

　
■
確
認
団
体
が
、
選
挙
期
間
中
に

認
め
ら
れ
る
政
治
活
動
の
た
め
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

公
職
の
候
補
者
等

寄
付
の
禁
止

　
公
職
の
候
補
者
等
は
、
つ
ぎ
に
掲

げ
る
場
合
を
除
き
、
時
期
や
名
目
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
選
挙
区
内
の
人

に
寄
付
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
一
、
親
族
（
六
親
等
内
の
血
族
、

配
偶
者
、
三
親
等
内
の
姻
族
）
に
寄

付
す
る
場
合
。

　
二
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
等

に
寄
付
す
る
場
合
（
た
だ
し
一
定
期

間
は
禁
止
さ
れ
ま
す
）

　
三
、
選
挙
区
内
で
行
う
講
習
会
そ

の
他
の
政
治
教
育
の
た
め
の
集
会
（
一

定
期
問
を
除
く
）
の
必
要
や
む
を
得

な
い
実
費
を
補
償
（
参
加
者
の
た
め

の
必
要
最
小
限
の
旅
費
、
弁
当
代
等
）

す
る
場
合
。
ま
た
、
公
職
の
候
補
者
等

が
役
職
員
や
構
成
員
と
な
っ
て
い
る

会
社
や
団
体
等
が
、
そ
の
氏
名
を
表

示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ

う
な
方
法
で
寄
付
す
る
こ
と
も
同
様

に
禁
止
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
親
族
に

対
す
る
場
合
を
除
き
、
冠
婚
葬
祭
、

近
所
つ
き
あ
い
等
通
常
一
般
の
社
交

と
し
て
行
わ
れ
る
寄
付
、
例
え
ば
花

輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
も
禁

止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
何
人
も
、
公

職
の
候
補
者
等
に
対
し
て
、
寄
付
を

鍵要
求
（
親
族
を
除
く
）
し
た
り
、
選

挙
区
内
の
人
へ
の
寄
付
を
勧
誘
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

供
託
金
は
お
よ
そ

三
倍
に

　
そ
の
ほ
か
の
改
正
事
項
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
▽
衆
議
院
の
議
員
定
数
が
二
十
人

増
え
て
五
百
十
一
人
と
な
り
ま
す
。

　
▽
供
託
金
は
、
各
選
挙
を
通
じ
て

お
よ
そ
三
倍
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
▽
衆
議
院
、
参
議
院
選
挙
で
、
一

定
数
の
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
（
選
管
に

届
け
で
た
二
種
類
以
内
で
、
選
管
が

交
付
す
る
証
紙
を
は
っ
た
も
の
）
を

新
聞
折
り
込
み
な
ど
の
方
法
で
頒
布

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
▽
衆
議
院
選
挙
、
参
議
院
選
挙
に

お
い
て
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ

　　三ない運動を展開　　
　市選管及ぴ明るい選挙推進協議会は

去る10月22日、市街地の目抜き通りで

「おくらない、もらわない、もとめな

い」の三ない運動について、市民の協

力を求めました。

の
作
成
に
つ
い
て
、
供
託
物
が
没
収

さ
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
一
定
額
の

範
囲
内
で
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
▽
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
使
用

枚
数
が
増
加
さ
れ
ま
す
。

　
▽
衆
議
院
総
選
挙
、
参
議
院
通
常

選
挙
に
お
い
て
、
確
認
団
体
が
行
う

政
策
広
告
を
一
定
の
制
限
の
も
と
に

四
回
に
限
り
、
無
料
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
▽
選
挙
運
動
費
用
の
支
出
制
限
額

が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
▽
選
挙
に
関
す
る
報
道
、
評
論
を

掲
載
し
た
一
般
紙
誌
及
び
確
認
団
体

の
届
け
出
機
関
紙
誌
の
頒
布
等
の
制

限
が
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
そ
の
ほ
か
、
く
わ
し
い
こ
と
一
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一
は
、
市
選
管
事
務
局
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曾
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。
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＝
き
ま
す
ρ
年
金
を
支
え
に
、
し
あ
わ
せ
な
老
後
を
設
計
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

　
は
改
普
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
、
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

　
　
市
内
で
は
、
自
分
で
育
て
た
”
実
り
〃
を
手
に
す
る
お
年
寄
り
が
．
｝

　
干
五
百
五
十
三
人
。
無
拠
出
の
福
祉
年
金
受
給
者
が
三
千
二
十
四
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
代
っ
て
老
後
の
生
活
を
支
え
る
の
は
、
い
よ
い
よ
年
金
に
な
っ
て
＝

＝
　
国
民
年
金
制
度
が
で
き
て
、
今
年
で
十
六
年
目
に
な
り
ま
す
。

「．
一
　
こ
の
間
、
国
民
年
金
は
、
着
実
に
育
て
ら
れ
、
年
々
そ
の
内
容

．
一
年
金
が
ま
た
一
段
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

＝＝＝＝
人
に
な
り
ま
す
。

＝
　
独
立
し
て
行
く
子
供
や
、
イ
ン
フ
レ
で
目
減
り
す
る
預
貯
金
に

＝翼鑑灘
懸
灘
灘
物
価
ス
ラ
イ
ド
ニ
一

　
拠
出
制
の
年
金
額
は
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
り
、
九
月
分
か
ら
前
年
比

一
二
・
八
誕
ア
ッ
プ
が
決
ま
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
年
金
受
給
者
は

十
一
月
支
給
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

た
額
を
手
に
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
五
年
年
金
、
再
開
五
年
年

金
は
、
十
月
分
か
ら
、
さ
ら
に
十
五

万
六
千
円
（
月
額
一
万
三
千
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
発
足
当
時
は
、
　
「
保
険
料
を

種　　別 改正前（年額） 改正後（年額）

老齢福祉年金 90，000円 144，000円

障　　害

福祉年金

1級 135，600円 216，000円

2級 90，000円 144，000円

母子福祉年金
準母子福祉年金

117，600円 187，200円

老齢特別給付金 66，000円 108，000円

●
曳
“
セ

聾
ノ
ン
ト

積
み
立
て
て
い
て
も
、
自
分
が
年
金

を
受
け
る
頃
に
は
値
う
ち
が
ど
の
く

ら
い
下
が
る
の
か
」
と
い
う
不
安
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
金

は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
生
活
水
準
に
見
合
っ
た

政
策
改
定
が
行
わ
れ
る
の
で
、
こ
う

し
た
心
配
は
な
い
わ
け
で
す
。

一
拠
に
六
十
総
の
増

　
無
拠
出
で
受
け
ら
れ
る
福
祉
年
金

は
、
十
月
分
か
ら
一
挙
に
六
十
礎
の

増
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
年
金
の
増
額
と
同
時
に
、
恩
給
や

厚
生
年
金
な
ど
と
の
併
給
限
度
額
も

十
六
万
円
か
ら
、
二
十
四
万
円
に
引

き
上
げ
ら
訂
ま
し
た
。

　
ま
た
、
所
得
制
限
も
五
月
か
ら
、

大
幅
に
ゆ
る
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
、
支
給
制
限
を
受
け
て

い
て
、
こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
っ
て
、

新
た
に
年
金
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

辮糊黛◎㌧
21。8％あがり価
ました。　　　　　　　　　　　　前年度の物価（全　、
　　　　　　　　　　　　　　国平均消費者物価）

◎　　 灘護妻講襲ジ

年金種別　等 改正前（年額） 改正後（年額）

老
齢
年
金

高
齢
者

10年年金 174，150円 212，250円

5　　年 111，456円 135，840円

一般（25年年金） 278，640円 339，600円

一般と付加年金
　（25年年金）

338，640円 399，600円

障害年金
1　　級 348，300円 424，500円

2　　　級 278，640円 339，600円

母子．準母子

遺児年金
子等1入
子等2人

278，640円
288，240円

339，600円
349，200円

有期年金の最低保障額 90，000円 144，000円

｝
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年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証

　
は
大
切
に

　
い
ま
ま
で
は
、
国
民
年
金
、
厚

　
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証

　
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

一曹騨一一一申騨一一一一一曹嶺

る
年
金
手
帳
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
手
帳
に
は
、
三
制
度
に
お

け
る
加
入
者
の
記
号
番
号
が
記
入

さ
れ
、
そ
の
人
の
一
生
を
通
じ
て

使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
帳
は
、

こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

の
た
び
三
制
度
共
通
の
様
式
に
よ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

将
来
年
金
を
う
け
る
と
き
、
証
拠
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
大
切
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

る
手
帳
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
．
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は
雛
繧
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盛
黎
凱
行
に
〆
父

自
動
的
に
振
り
こ
ま
れ
、
同
時
に
、
あ

な
た
に
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
郵
便
局
で
す
と
、
あ
な
た
に
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
通

知
書
と
年
金
証
書
を
持
っ
て
う
け
と

り
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年金の請求書は

あなたが住んでいる

市町村へ
←
　　　杜会保険
　　　事務所へ

0
0

このほか、市農協でもうけとる
ことができるようになりました。

（福祉年金は従来どおり）

鰻鶴，鵬尺撫）Lノ

δ回　
銀
行

年金を引
　き出す

溢

捧

一
厚劇市

町
村

る
場
合
に
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

社会保険事務所

豊、

凝糠
　送られる

ん
、
　
　
　
O
◎

あなた4）指定した銀

行の口座か郵便局へ

送金される

　　　　　　　　　→
　あなたに通知

　される

．
暴
翫

（第3種郵便物認可）昭和50年11月10日

心がけよう
　　　きれいな選挙

改正部公職選挙法を

2
刀

　
こ
の
ほ
ど
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
、
こ
れ
は
最
近
に
お
け
る
選
挙
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
そ

の
公
正
の
確
保
と
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、

改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
選
管
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
こ
の
改
正
に
と

も
な
う
「
お
く
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、
も
と
め
な
い
」
の

三
原
則
を
守
る
よ
う
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
月

は
、
こ
の
改
正
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

政
治
活
動
用
文
書

図
画
掲
示
の
制
限

　
公
職
の
候
補
者
及
び
公
職
の
候
補

者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
（
公
職
に
あ

る
者
を
含
む
）
は
、
政
治
活
動
の
た
め

に
そ
の
氏
名
ま
た
は
氏
名
が
類
推
さ

れ
る
よ
う
な
事
項
を
表
示
す
る
文
書

図
画
、
及
び
後
援
団
体
が
政
治
活
動

の
た
め
に
そ
の
名
称
を
表
示
す
る
文

書
図
画
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
以
外
は
選
挙
運
動
用
の
文
書
図

画
と
み
な
さ
れ
、
掲
示
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
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■
公
職
の
候
補
者
等
ま
た
は
後
援

団
体
の
政
治
活
動
の
た
め
の
事
務
所

に
掲
示
す
る
立
札
、
看
板
の
類
（
選
挙

の
種
類
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
数
”
本

県
の
場
合
、
衆
院
選
十
、
参
院
選
（
地

方
区
）
十
六
、
知
事
選
十
六
、
県
議
選

六
、
市
議
・
市
長
選
六
睡
の
総
数
の

範
囲
内
で
一
事
務
所
ご
と
に
二
枚
ま

で
。
規
格
は
縦
百
五
十
殺
．
、
横
四
十

琴
、
以
内
の
も
の
で
、
そ
の
選
挙
を
管

理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
の
定
め
る

表
示
を
し
な
け
れ
ば
掲
示
で
き
な
い
）

　
目
ベ
ニ
ヤ
板
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板

を
用
い
て
掲
示
す
る
以
外
の
ポ
ス
タ

よ
ぐ
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　親族の場合を除き、候補者等が選挙区

内の人達の出産、入学、卒業、就職など

のお祝いに、お金や品物をおくることは

禁止されました。

o
　
■
政
治
活
動
の
た
め
の
演
説
会
、

講
演
会
、
研
修
会
等
の
集
会
場
で
そ

の
開
催
中
使
用
す
る
も
の
。

　
■
確
認
団
体
が
、
選
挙
期
間
中
に

認
め
ら
れ
る
政
治
活
動
の
た
め
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

公
職
の
候
補
者
等

寄
付
の
禁
止

　
公
職
の
候
補
者
等
は
、
つ
ぎ
に
掲

げ
る
場
合
を
除
き
、
時
期
や
名
目
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
選
挙
区
内
の
人

に
寄
付
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
一
、
親
族
（
六
親
等
内
の
血
族
、

配
偶
者
、
三
親
等
内
の
姻
族
）
に
寄

付
す
る
場
合
。

　
二
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
等

に
寄
付
す
る
場
合
（
た
だ
し
一
定
期

間
は
禁
止
さ
れ
ま
す
）

　
三
、
選
挙
区
内
で
行
う
講
習
会
そ

の
他
の
政
治
教
育
の
た
め
の
集
会
（
一

定
期
問
を
除
く
）
の
必
要
や
む
を
得

な
い
実
費
を
補
償
（
参
加
者
の
た
め

の
必
要
最
小
限
の
旅
費
、
弁
当
代
等
）

す
る
場
合
。
ま
た
、
公
職
の
候
補
者
等

が
役
職
員
や
構
成
員
と
な
っ
て
い
る

会
社
や
団
体
等
が
、
そ
の
氏
名
を
表

示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ

う
な
方
法
で
寄
付
す
る
こ
と
も
同
様

に
禁
止
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
親
族
に

対
す
る
場
合
を
除
き
、
冠
婚
葬
祭
、

近
所
つ
き
あ
い
等
通
常
一
般
の
社
交

と
し
て
行
わ
れ
る
寄
付
、
例
え
ば
花

輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
も
禁

止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
何
人
も
、
公

職
の
候
補
者
等
に
対
し
て
、
寄
付
を

鍵要
求
（
親
族
を
除
く
）
し
た
り
、
選

挙
区
内
の
人
へ
の
寄
付
を
勧
誘
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

供
託
金
は
お
よ
そ

三
倍
に

　
そ
の
ほ
か
の
改
正
事
項
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
▽
衆
議
院
の
議
員
定
数
が
二
十
人

増
え
て
五
百
十
一
人
と
な
り
ま
す
。

　
▽
供
託
金
は
、
各
選
挙
を
通
じ
て

お
よ
そ
三
倍
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
▽
衆
議
院
、
参
議
院
選
挙
で
、
一

定
数
の
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
（
選
管
に

届
け
で
た
二
種
類
以
内
で
、
選
管
が

交
付
す
る
証
紙
を
は
っ
た
も
の
）
を

新
聞
折
り
込
み
な
ど
の
方
法
で
頒
布

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
▽
衆
議
院
選
挙
、
参
議
院
選
挙
に

お
い
て
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ

　　三ない運動を展開　　
　市選管及ぴ明るい選挙推進協議会は

去る10月22日、市街地の目抜き通りで

「おくらない、もらわない、もとめな

い」の三ない運動について、市民の協

力を求めました。

の
作
成
に
つ
い
て
、
供
託
物
が
没
収

さ
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
一
定
額
の

範
囲
内
で
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
▽
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
使
用

枚
数
が
増
加
さ
れ
ま
す
。

　
▽
衆
議
院
総
選
挙
、
参
議
院
通
常

選
挙
に
お
い
て
、
確
認
団
体
が
行
う

政
策
広
告
を
一
定
の
制
限
の
も
と
に

四
回
に
限
り
、
無
料
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
▽
選
挙
運
動
費
用
の
支
出
制
限
額

が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
▽
選
挙
に
関
す
る
報
道
、
評
論
を

掲
載
し
た
一
般
紙
誌
及
び
確
認
団
体

の
届
け
出
機
関
紙
誌
の
頒
布
等
の
制

限
が
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
そ
の
ほ
か
、
く
わ
し
い
こ
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
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一
は
、
市
選
管
事
務
局
（
曾
七
－
一
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。
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消
費
生
活
講
座
を
開
設

　
市
で
は
、
消
費
者
の
安
全
と
利
益

を
守
る
た
め
、
消
費
者
協
会
を
設
立

し
、
消
費
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
去
る
七
月
十
日
新
潟
県
消

費
者
協
会
十
日
町
支
部
を
結
成
、
こ

の
ほ
ど
消
費
者
協
会
員
を
対
象
に
つ

ぎ
の
と
お
り
消
費
生
活
講
座
を
開
設

し
ま
し
た
。
会
員
達
は
現
在
百
五
名

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、

消
費
生
活
の
基
本
と
な
る
知
識
の
修

得
、
資
源
の
節
約
等
積
極
的
に
す
す

め
て
い
ま
す
。

　
と
き
　
十
一
月
二
十
六
日
午
後
一

時
半
～
三
時
半
「
食
生
活
の
問
題
点
」

　
講
師
本
間
伸
夫
氏
（
新
潟
女
子
短

大
教
授
）

ゾ
㏄
し
こ
い
消
費
者
⑭

喩
め
ん
き
ア
ス
ー
結

　
　
　
○
対
象
　
新
潟
市
、
十
日
町

　
ジ

　
　
　
市
、
村
上
市
な
ど
六
地
区
。

　
　
　
○
銘
柄
　
五
十
三
名
柄
一
〇

　
　
　
六
点
を
買
い
ま
し
た
。

　
e

　
　
　
O
昧
　
J
A
S
の
あ
り
、
な

　
　
　
し
に
か
か
わ
り
な
く
味
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
差
あ
り
ま
せ
ん
。

彦
4薦煙

懸

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
新
潟
県
消
費
者
協
会
十
日
町
支
部

（
藤
田
支
部
長
）
は
、
消
費
者
協
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
希
望
者
は
、
会
費
五
百

円
を
添
え
市
役
所
商
工
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

η
月
の
休
日
救
急
医

30　　24　　23　　16

日　日　日　日

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番

池
田
医
院
本
町
西
よ

　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番

「
衣
服
の
知
識
」
に
つ
い
て
熱
心

に
学
習
す
る
会
員
た
ち
1
0
／
2
5

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
税
局
相
談
官
が
つ
ぎ
の
と
お
り

税
務
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
税
金
（
国
税
）
の
苦
情
や
相
談
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
関
東
信
越
国
税
長
岡
派
遣
税
務

　
相
談
室
）

　
と
き
　
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十

　
　
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
と
こ
ろ

　
　
十
日
町
市
役
所
　
市
民
相
談
室

　
在
宅
身
障
者
に
福
祉

　
手
当
を
支
給

　
昭
和
五
十
年
十
月
か
ら
、
在
宅
重

度
障
害
者
に
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
該
当
者
は
、
印
鑑
及
び
戸
籍

謄
本
等
の
代
金
二
百
円
を
持
参
の
う

え
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
身
障
、
療
育
、
障

害
福
祉
年
金
手
帳
の
あ
る
方
は
持
参

く
だ
さ
い
。

　
支
給
要
件

　
○
身
体
（
精
神
）
に
重
度
の
障
害

を
も
ち
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を

要
す
る
日
本
人
。

　
○
在
宅
の
重
度
障
害
者
で
他
の
制

度
に
よ
る
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

（
障
害
福
祉
年
金
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
併
給
可
能
）
。

　
食
卓
を
豊
か
に
す
る

　
料
理
展
を
開
催

　
調
理
師
会
十
日
町
支
部
で
は
、
合

理
的
な
調
理
技
術
の
普
及
と
食
生
活

改
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
つ
ぎ

の
と
お
り
「
食
卓
を
豊
か
に
す
る
料

理
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

山
菜
の
即
売
、
中
華
料
理
の
実
演
も

行
な
い
ま
す
の
で
、
多
数
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
と
き

　
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十

　
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
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寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
市
農
協
海
洋
博
団
一
行
…
…
六

千
円
▽
上
村
成
之
助
（
貝
ノ
川
）
香
典

返
し
…
…
十
万
円
▽
富
沢
正
平
（
西

寺
町
）
香
典
返
し
…
…
二
十
万
円
▽

匿
名
…
…
干
五
百
円
▽
高
山
体
育
協

会
…
…
二
万
円
▽
関
口
商
店
（
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
）
…
…
菓
子
四
万
円
相
当

▽
竹
内
銀
風
（
山
本
四
）
…
…
四
千
円

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
五

日
ま
で
、
千
手
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
、

道
路
工
事
の
た
め
、
全
面
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
迂
回
路
は
、
大
型
車

輌
を
除
き
、
小
泉
回
り
と
な
り
ま
す
。

（
大
型
車
は
栄
橋
回
り
）
な
お
迂
回
路

は
三
十
♂
折
速
度
制
限
さ
れ
ま
す
。

菅
村
氏
に
勲
五
等

　
　
　
　
　
　
　
黛

　
こ
の
ほ
ど
、
恒
例
の
秋
の
叙
勲
が

行
な
わ
れ
、
本
市
で
は
、
菅
村
新
蔵

氏
（
西
寺
町
）
が
勲
五
等
双
光
旭
日

章
を
受
章
し
ま
し
た
。
菅
村
氏
は
、

長
年
消
防
団
関
係
に
貢
献
し
た
功
績

に
よ
る
も
の
。

　
石
坂
賢
次
氏
が
知
事
表
彰

　
去
る
三
日
、
県
知
事
表
彰
が
行
な

わ
れ
、
本
市
で
は
、
石
坂
賢
次
氏
（
春

日
贋
．
）
が
、
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
十

日
町
市
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員
の

山
口
賢
俊
氏
（
新
発
田
市
）
は
、
同
じ

く
文
化
功
労
者
と
し
て
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
市
の
社
会
教
育
活

動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
桑
原
貞
子
氏

（
三
条
市
）
は
こ
の
ほ
ど
選
挙
功
労

者
と
し
て
藍
綬
褒
章
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
と
の
パ
イ
プ
を
充
実

　
新
た
に
お
知
ら
せ
版
発
行

　
市
で
は
、
十
一
月
か
ら
「
市
報
お

知
ら
せ
版
」
を
毎
月
発
行
（
型
式
は
、

B
五
版
四
～
八
頁
、
二
十
五
日
発
行
）

し
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
毎
月
十
日
発
行
の

「
市
報
」
と
回
覧
文
書
等
に
よ
っ
て
、

お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
回
覧

文
書
等
を
極
力
無
く
す
る
方
向
で
、

市
役
所
行
政
事
務
調
査
改
善
委
員
会

等
で
検
討
し
た
結
果
、
今
後
、
市
民

向
け
文
書
は
原
則
と
し
て
、
現
在
の

「
市
報
」
と
新
規
の
「
お
知
ら
せ
版
」

に
編
集
、
整
理
し
発
行
す
る
こ
と
で
、

市
民
と
の
パ
イ
プ
を
さ
ら
に
充
実
。

市
民
に
迅
速
に
し
か
も
わ
か
り
易
く

P
・
R
す
る
と
共
に
市
政
事
務
嘱
託

員
事
務
の
繁
雑
さ
を
軽
減
し
よ
う
ど

い
う
も
の
で
す
。

早
期
配
布
に
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が
、
早
期
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等
の
ご
協
力
を
お
願
い
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ま
す
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■市勢／人ロー50，468人（男24，534・女25，934）／世帯数…・11，527／面積一211．44K㎡（10月旧現在
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O…・身を切るように冷たい師

走の風が吹きぬける12月2日
早朝、ここ地域広域消防署で、

冬季間の出火予防と人命安全
の確保をはかることを目的に、

消火とレインジャー訓練が行

なわれました．

o一消防署員は、昭和46年、レ

インジャー訓練を実施して以

来、週8時間の猛訓練を積み重

ねています．

　「空中に張られた1本のロー

ブをすべるように渡り、すば

やく消防庁舎屋上まで登る、

そして垂直降下」

　こんな身軽な動作を10㍍下

から見あげていた村山署長は
「高層ビルの救助活動に備え

て」と力強く話してくれまし
た。

騰嚢
蕪
饗
欝
藝

叢、…、難

命綱の上をすべるように渡る

根津、山田、江村消防士。

難

膨
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